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(57)【要約】
【課題】極めて簡単な構造で接地側及びライン側の１個
目の懸垂がいしの取換、がいし装置のクレビスやそのク
レビスのボルトの取換えが容易に行える。
【解決手段】略Ｖ字型の２枚の板体とこれらの間に設け
たスペーサ１０から成る係止体６を設け、当該係止体６
の両端と前記がいし連５のがいし７のキャップ部を把持
した把持片８の両端間に、ターンバックル９ａにより伸
縮する伸縮ロッド９を設け、係止体６は、前記係止体６
を各ヨーク２又は４の一側に被冠し、前記係止体６の両
端を前記ヨークのがいし支持縁に平行に位置させた状態
で前記スペーサ１０の一側縁が前記各ヨークの一側の傾
斜縁２ａ又は４ａに当接し、この状態で各板体に穿った
２つの透孔６ａ及び前記スペーサに穿った２つの透孔に
それぞれボルト１８を通して、一方の板体の外面に突出
した前記ボルト端に螺着したナットを締め付けて前記ス
ペーサ１０を前記２枚の板体間に固定する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
鉄塔の腕金に支持した横長の略五角形の接地側ヨークと、電線を支持した横長の略五角形
のライン側ヨークとの間に接続されたがいし連において、
略Ｖ字型の２枚の板体とこれらの間に設けたスペーサから成る係止体を設け、当該係止体
の両端と前記がいし装置のがいしのキャップ部を把持した把持片の両端間に、ターンバッ
クルにより伸縮する伸縮ロッドを設け、
前記係止体は、前記２枚の板体の間隔が、前記各ヨークの板厚よりやや大きく、また、前
記係止体を各ヨークの一側に被冠し、前記係止体の両端を前記ヨークのがいし支持縁に平
行に位置させた状態で前記スペーサの一側縁が前記各ヨークの一側の傾斜縁に当接し、こ
の状態で各板体に穿った２つの透孔及び前記スペーサに穿った２つの透孔にそれぞれボル
トを通して、一方の板体の外面に突出した前記ボルト端に螺着したナットを締め付けて前
記スペーサを前記２枚の板体間に固定する構成としたことを特徴とする、送電用がいし装
置のがいし等取換器。
【請求項２】
前記スペーサを固定する２枚の板体に穿った２つの透孔はこれを１組として、複数組設け
たことを特徴とする、請求項１に記載の送電用がいし装置のがいし等取換器。
【請求項３】
前記係止体の２枚のＶ字型の板体の両端にリンク片の一端を回転自在にそれぞれ設け、当
該各リンク片の他端に前記伸縮ロッドの一端を回転自在に設けたことを特徴とする、請求
項１又は２に記載の送電用がいし装置のがいし等取換器。
【請求項４】
前記がいし等取換器の前記係止体を各ヨークの一側に被冠した際、前記２枚の板体の、各
ヨークのアークホーン取り付け穴に対向する位置にボルト孔をそれぞれ穿ち、これらのボ
ルト孔に固定用ボルトを通して、一方の板体から突出した当該固定用ボルトの端部にナッ
トを螺着することにより、前記係止体を各ヨークに固定する構成としたことを特徴とする
、請求項１～３のいずれかに記載の送電用がいし装置のがいし等取換器。
【請求項５】
前記がいし等取換器の前記係止体を前記各ヨークの一側に被冠した際、前記スペーサの一
側縁が当接したヨークの他側の傾斜縁の外側まで各板体から突出腕を設け、これらの突出
腕に穿った透孔にボルトを通して、一方の突出腕の外面に突出したボルトの端部にナット
を螺着し、当該２つの突出腕の間のボルトを前記他側の傾斜縁に当てる構成としたことを
特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載の送電用がいし装置のがいし等取換器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は、送電用がいし装置に取り付けてある懸垂がいしの、ライン側及びアース側の
１個目の懸垂がいしの取換、がいし装置のクレビスやそのクレビスのボルトの取換え等に
使用する、送電用がいし装置におけるがいし等取換器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、送電用がいし装置に取付けてある懸垂がいしの取換えには、図８に示すがいし取換
器Ｃを使用するのが一般的である。しかしこのがいし取換器Ｃは両端の把持部３１をそれ
ぞれ懸垂がいし３２のキャップ部３２ａに直接取り付ける構造のため、がいし装置３３の
中間の懸垂がいし３２は取換えられるが、ライン側及びアース側の１個目の懸垂がいし３
２や、がいし装置３３のクレビス（図示省略）や当該クレビスのボルト（図示省略）の取
換えには使用できない。
【０００３】
このため、従来工法では、図９に示すように、鉄塔３４にがいし装置３３を介して支持さ
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れている電線３５にカムアロング３６を取り付けて、当該カムアロング３６に一端を、レ
バーホイスト３８を介して鉄塔３４に係止し、レバーホイスト３８により電線３５を緊線
し、がいし装置３３全体の張力をレバーホイスト３８に移してから、懸垂がいし３２の交
換を行っている。またこの際、交換しない側のがいし装置３３又はがいし３２にはカバー
をかけ養生する。
【０００４】
一方、懸垂がいしの取換え作業は、送電を一時停止して行うことが多いため、作業時間を
可能な限り短くすることが要求されている。しかしながら、上記従来工法では、作業に要
する部品や工具が多く、特に、前記カムアロング３６やレバーホイスト３８をウインチに
より鉄塔腕金まで運搬する作業に人数、時間を要していた。
【０００５】
また、２連耐張がいし装置において、１組のがいし連の全体を同時に取り外し、取り付け
可能な装置として、特許文献１のものがある。これは、接地側及びライン側から１点支持
された接地側ヨークと同じくライン側ヨークとの間に配設された２連のがいし連を備えた
２連耐張がいし装置における、前記がいし連を取り換えるための取替装置であって、接地
側ヨーク及びライン側ヨークに固定される接地側アタッチメント及びライン側アタッチメ
ントと、これらの接地側アタッチメントとライン側アタッチメントとの間を連結する伸縮
自在なリンクロッドに、油圧駆動のピストンシリンダからなる油圧伸縮装置とターンバッ
クルとを直列に配置したものである。
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－５９９３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
前記特許文献１のものは、２連の内の１組のがいし連の全体を同時に取り外して取換える
もので、１組のがいし連に掛かる張力をリックロッドで支持するため油圧駆動のピストン
シリンダを用意しなければならない。そのため、一部のがいしを取換えたり、クレビスや
そのボルトを取り換えるのには大掛かりすぎる。
【０００８】
また、がいし装置をヨークに接続するのに使用しているクレビスの頭部にがいし取換器の
付属金具を係止し、当該付属金具の張力を前記クレビスの頭部に預ける方式が開発された
が、この方式では、前記張力がクレビス頭部に掛かっているため、クレビスやクレビスの
ボルトの取換、及びクレビスを介さない、がいし直結型の懸垂がいしの取換は不可能であ
る。
【０００９】
またさらに、がいし装置のヨークに取付けてあるアークホーンを取り外し、アークホーン
の取り付け穴にボルトで前記がいし取換器の付属金具を固定するがいし取換器が開発され
ている。しかし、このアークホーン取り付け穴の位置やボルトサイズが送電線路ごとに異
なる場合が多く、がいし取換器の付属金具が共用できず、種類が多くなる欠点を有してい
る。
【００１０】
そこで、この発明はこれらの従来技術を改善すべく、極めて簡単な構造で接地側及びライ
ン側の１個目の懸垂がいしの取換、がいし装置のクレビスやそのクレビスのボルトの取換
えが容易に行え、接地側ヨーク及びライン側ヨークに取り付けが容易で、電線の張力に耐
え得る汎用性の高い送電用がいし装置のがいし等取替器を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
請求項１の発明は、鉄塔の腕金に支持した横長の略五角形の接地側ヨークと、電線を支持
した横長の略五角形のライン側ヨークとの間に接続されたがいし装置において、略Ｖ字型
の２枚の板体とこれらの間に設けたスペーサから成る係止体を設け、当該係止体の両端と
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前記がいし装置のがいしのキャップ部を把持した把持片の両端間に、ターンバックルによ
り伸縮する伸縮ロッドを設け、前記係止体は、前記２枚の板体の間隔が、前記各ヨークの
板厚よりやや大きく、また、前記係止体を各ヨークの一側に被冠し、前記係止体の両端を
前記ヨークのがいし支持縁に平行に位置させた状態で前記スペーサの一側縁が前記各ヨー
クの一側の傾斜縁に当接し、この状態で各板体に穿った２つの透孔及び前記スペーサに穿
った２つの透孔にそれぞれボルトを通して、一方の板体の外面に突出した前記ボルト端に
螺着したナットを締め付けて前記スペーサを前記２枚の板体間に固定する構成とした、送
電用がいし装置のがいし等取換器とした。
【００１２】
また、請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記スペーサを固定する２枚の板体
に穿った２つの透孔はこれを１組として、複数組設けた、送電用がいし装置のがいし等取
換器とした。
【００１３】
また、請求項３の発明は、請求項１又は２の発明において、前記係止体の２枚のＶ字型の
板体の両端にリンク片の一端を回転自在にそれぞれ設け、当該各リンク片の他端に前記伸
縮ロッドの一端を回転自在に設けた、送電用がいし装置のがいし等取換器とした。
【００１４】
また、請求項４の発明は、請求項１～３のいずれかに記載の発明において、前記がいし等
取換器の前記係止体を各ヨークの一側に被冠した際、前記２枚の板体の、各ヨークのアー
クホーン取り付け穴に対向する位置にボルト孔をそれぞれ穿ち、これらのボルト孔に固定
用ボルトを通して、一方の板体から突出した当該固定用ボルトの端部にナットを螺着する
ことにより、前記係止体を各ヨークに固定する構成とした、送電用がいし装置のがいし等
取換器とした。
【００１５】
また、請求項５の発明は、請求項１～３のいずれかに記載の発明において、前記がいし等
取換器の前記係止体を前記各ヨークの一側に被冠した際、前記スペーサの一側縁が当接し
たヨークの他側の傾斜縁の外側まで各板体から突出腕を設け、これらの突出腕に穿った透
孔にボルトを通して、一方の突出腕の外面に突出したボルトの端部にナットを螺着し、当
該２つの突出腕の間のボルトを前記他側の傾斜縁に当てる構成とした、送電用がいし装置
のがいし等取換器とした。
【発明の効果】
【００１６】
請求項１の発明によれば、接地側ヨーク及びライン側ヨークの一側の傾斜縁に係止体を係
止させ、他端の把持片をがいしのキャップ部に把持させるだけでがいし等取換器を装着で
き、がいし装置の接地側ヨーク又はライン側ヨークに近いがいしの張力を当該がいし等取
換器に移し、前記がいし等に張力がかかっていない状態で、がいし装置の接地側ヨーク又
はライン側ヨークから１番目や２番目のがいしを容易に取り換えることが出来る。また、
このがいし等取換器を用いれば、同様に前記１番目のがいしと各ヨークとの間に接続され
たクレビス及び当該クレビスのボルトも同様に容易に取り換えることが出来る。これらの
場合、このがいし等取換器のスペーサの一側縁が各ヨークの一側の傾斜縁に当接し、当該
傾斜縁でがいしの張力を受ける構造のため、電線等の張力に十分耐えられる。また、この
状態で、がいし等取換器に張力がかかっても係止体は動かない。
【００１７】
また、請求項２の発明では、上記請求項１の発明の効果に加え、係止体を構成する２枚の
板体に、スペーサ固定用の２つ１組の透孔を複数組設けているので、受ける張力によって
両側の傾斜縁の角度が異なるヨークであっても、スペーサを固定する１組の透孔を選べば
、形状の異なるヨークにも適用できる。
【００１８】
また、請求項３の発明によれば、上記請求項１及び２の発明の効果に加え、前記係止体の
２つのＶ字型の板体の両端に、リンク片を回転自在に設け、これらのリンク片に前記伸縮
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ロッドの一端を接続する構成となっているため、伸縮ロッドの動きや角度に係止体がより
柔軟に追従することができ、伸縮ロッドを緊張させる際のターンバックルの操作がスムー
ズに行え、また、確実に当該がいし等取換器に張力を移すことが出来る。
【００１９】
また、請求項４の発明によれば、上記請求項１～３の発明の効果に加え、係止体を各ヨー
クの一側に被冠し、かつ係止体をヨークに固定するため、ターンバックルで伸縮ロッドを
縮める際等、係止体が各ヨークの一側の傾斜縁上でずれたりせず、操作がより容易である
。
【００２０】
また、請求項５の発明によれば、上記請求項１～３の発明の効果に加え、係止体を各ヨー
クの一側に被冠し、係止体が各ヨークの他側の傾斜縁にも係止されるため、ターンバック
ルで伸縮ロッドを縮める際等、係止体が各ヨークの一側の係止縁上でずれたりせず、操作
が容易である。また、各ヨークに被冠した係止体を各ヨークの両側の傾斜縁で係止するた
め、係止体の係止のバランスが良く、ヨーク全体で張力を受けることが容易に出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
この発明は、鉄塔の腕金に支持した横長の略五角形の接地側ヨークと、電線を支持した横
長の略五角形のライン側ヨークとの間に接続されたがいし装置において、略Ｖ字型の２枚
の板体とこれらの間に設けたスペーサから成る係止体を設け、当該係止体の両端と前記が
いし装置のがいしのキャップ部を把持した把持片の両端間に、ターンバックルにより伸縮
する伸縮ロッドを設け、前記係止体は、前記２枚の板体の間隔が、前記各ヨークの板厚よ
りやや大きく、また、前記係止体を各ヨークの一側に被冠し、前記係止体の両端を前記ヨ
ークのがいし支持縁に平行に位置させた状態で前記スペーサの一側縁が前記各ヨークの一
側の傾斜縁に当接し、この状態で各板体に穿った２つの透孔及び前記スペーサに穿った２
つの透孔にそれぞれボルトを通して、一方の板体の外面に突出した前記ボルト端に螺着し
たナットを締め付けて前記スペーサを前記２枚の板体間に固定する構成とした、送電用が
いし装置のがいし等取換器とした。
【００２２】
これにより、極めて簡単な構造で、一方をヨークの一側の傾斜縁で、また、他方をがいし
のキャップでそれぞれ張力を受ける取換器としたので、安定してがいし装置の張力をがい
し等取換器に移すことが出来、ヨークに近いがいし、クレビス、当該クレビスのボルトを
容易に取り換えることが出来る。
【実施例１】
【００２３】
以下、この発明の実施例１を図に基づいて説明する。図１はこの発明のがいし等取換器の
使用状態を示す正面図、図２はがいし等取換器の係止体の正面図、図３は同側面図、図４
は同係止体のスペーサの正面図である。
【００２４】
図１に示すように、鉄塔の腕金１に支持した横長の略五角形の接地側ヨーク２と、電線３
を支持した横長の略五角形のライン側ヨーク４との間に接続された２連のがいし連５にお
いて、この発明のがいし等取換器Ａが取り付けられる。
【００２５】
このがいし取換え器Ａは、図１に示すように、接地側ヨーク２の一側に被冠する係止体６
と、がいし７のキャップ部を把持した把持片８と、これらの両端を接続する、ターンバッ
クル９ａにより伸縮自在な２本の伸縮ロッド９とから構成されている。
【００２６】
前記係止体６は、図２、図３及び図４に示すように、略Ｖ字型の形状の２枚の板体６ａと
これらの２枚の板体６ａの間に介在させるスペーサ１０とから構成されている。
【００２７】
また、各板体６ａの両端下部６ｂは下方に垂下している。そして２枚の板体６ａの当該両
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端下部６ｂの間にリンク片１１の一端を挿入し、ボルト１２及びナット１３で回転自在に
接続されている。そして、これらの各リンク片１１の下端に前記伸縮ロッド９の端部が回
転自在に接続される透孔１１ａが設けられている。
【００２８】
また、前記係止体６の各板体６ａの外側面には、補強用リブ１４が設けられ、さらに各板
体６ａの両端下部６ｂ近くには、固定ボルト１５を通すボルト孔１６がそれぞれ設けられ
ている。この固定用ボルト１５は一方の板体６ａから突出した端部にナット１７が螺着さ
れる。なお、図２では一方のボルト孔１６に固定用ボルト１５が装着され、他方のボルト
孔１６のみが表示されている。この固定用ボルト１５は、係止体６を図１及び図５に示す
ように接地側ヨーク２又はライン側ヨーク４の一側に被冠した際、各ヨーク２又は４のア
ークホーン取り付け穴に通し、係止体６を各ヨーク２又は４に固定するものである。
【００２９】
また、前記スペーサ１０は図４の（ａ）図及び（ｂ）図に示すように、角部を切り落とし
た四辺形の板で、前記接地側ヨーク２又はライン側ヨーク４の板厚よりやや大きい板厚を
有するものである。このスペーサ１０は、前記係止体６にボルト止めされるもので、予め
２つの透孔１０ａが設けられ、また、前記係止体６の各板体６ａにも前記２つの透孔１０
ａに合わせた２つの透孔６ｃが設けられている。
【００３０】
そして、前記スペーサ１０は係止体６の２枚の板体６ａの間に入れられ、図１又は図５に
示すように、係止体６を接地側ヨーク２又はライン側ヨーク４の一側に被冠した際、各ヨ
ーク２又は４の一方の傾斜縁２ａ又は４ａに、その一側縁が当接するように前記２つの透
孔６ｃが設けられ、これらの各透孔６ｃ及びスペーサ１０の透孔１０ａにボルト１８を通
し、一方の板体６ａの外面に突出したボルト１８の端部にナット１９を螺着し、スペーサ
１０を固定するものである。
【００３１】
この様にスペーサ１０は係止体６を被冠するヨーク２又は４の形状、特に傾斜縁２ａ又は
４ａの形状に合わせた位置で、図６に示すように、係止体６に固定するため、複数の異な
る形状のヨーク２又は４に合わせて、複数組の２つの透孔６ｃが設けられている。さらに
、この係止体６は、各ヨーク２又は４の両側の傾斜縁２ａ，２ｂ、４ａ及び４ｂに係止で
きるように、左右対称に複数組の２つの透孔６ｃが設けられている。
【００３２】
このがいし等取換器Ａを用いて、がいし等を交換するには、図１及び図５に示すように、
例えば、係止体６を接地側ヨーク２の一側に被冠し、スペーサ１０の一側縁を前記ヨーク
２の傾斜縁２ａに当接し、ボルト用孔１６を前記ヨーク２のアークホーン取り付け穴に合
わせ、固定用ボルト１５をこれらの孔に挿入し、ナット１７を固定用ボルト１５の端部に
螺着し、固定する。
【００３３】
一方、がいし連５の適宜のがいし７のキャップ部にがいし等取換器Ａの把持片８を固定し
、前記係止体６及び把持片８の両端を伸縮ロッド９で接続し、ターンバックル９ａで伸縮
ロッド９を収縮させる。これにより、接地側ヨーク２と把持片８の間のがいし間の張力が
、当該がいし等取換器Ａに移る。
【００３４】
この状態で、接地側ヨーク２の１番目、２番目等のがいし７を取り換えることが出来る。
また、１番目のがいし７と接地側ヨーク２の間に介在しているクレビス２０及びクレビス
２０のボルト２１を取り換えることが出来る。以上は接地側ヨーク２について説明したが
、これはライン側ヨーク４の箇所についても同じである。
【実施例２】
【００３５】
この発明の実施例２は、実施例１が係止体６を接地側ヨーク２又はライン側ヨーク４にア
ークホーンの取り付け穴を利用して固定用ボルト１５で固定しているが、これに代えて、
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図７に示すように、係止体６の各板体６ａの一側から前記ヨーク２又は４の他方の傾斜縁
２ｂ又は４ｂの外側まで突出腕２２をそれぞれ突設し、この傾斜縁２ｂ又は４ｂの外側の
各突出腕２２に穿った複数の透孔２３の内の一つにボルト２４を通し、他方の突出腕２２
の外面に突出した端部にナット（図示省略）を螺着し、これらの２枚の突出腕２２の間の
ボルト２４を前記ヨーク２又は４の傾斜縁２ｂ又は４ｂに当接させるものである。他の構
成は、実施例１と同じである。
【００３６】
この実施例２の場合、接地側ヨーク２又はライン側ヨーク４の一方の傾斜縁２ａ又は４ａ
にはスペーサ１０の一側縁が当接し、他方の傾斜縁２ｂ又は４ｂにはボルト２４が当接す
ることにより、係止体６が万が一にもずれたりしない。
【００３７】
この実施例２の場合のがいし等取換器Ｂを用いてがいし、クレビス等を取り換える手順は
、実施例１と同様である。
【００３８】
なお、上記実施例１では、接地側ヨーク２又はライン側ヨーク４に係止体６を、アークホ
ーン取り付け穴を利用して固定用ボルトで固定しており、また、実施例２では、係止体６
の一側から突出腕２２を突出し、各ヨーク２又は４の他方の傾斜縁２ｂ又は４ｂに前記突
出腕２２に設けたボルト２４を係止して、係止体６の動きを止めているが、このような手
段をしなくても、前記スペーサ１０の一側縁を各ヨーク２又は４の一方の傾斜縁２ａ又は
４ａに当接すれば、当該係止体６は動かない。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】この発明の実施例１のがいし等取換器の使用状態を示す正面図である。
【図２】この発明の実施例１のがいし等取換器の係止体の正面図である。
【図３】この発明の実施例１のがいし等取換器の係止体の側面図である。
【図４】この発明の実施例１のがいし等取換器の係止体のスペーサの構成図であり、(ａ)
図は平面図、（ｂ）図は正面図である。
【図５】この発明の実施例１のがいし等取換器を接地側ヨーク及びライン側ヨークに取付
けた状態を示す一部省略正面図である。
【図６】この発明の実施例１のがいし等取換器の係止体を、（Ａ）図、（Ｂ）図、（Ｃ）
図及び（Ｄ）図の形状の異なる４つの種類のヨークの左右に係止した状態を示す説明図で
ある。
【図７】この発明の実施例２のがいし等取換器の使用状態を示す正面図である。
【図８】従来例のがいし取換器の正面図
【図９】従来工法におけるがいし取換え作業を示す正面図である。
【符号の説明】
【００４０】
　Ａ　　　がいし等取換器　　　　　　　Ｂ　　　がいし等取換器
　Ｃ　　　がいし取換器
　１　　　鉄塔の腕金　　　　　　　　　２　　　接地側ヨーク
　３　　　電線　　　　　　　　　　　　４　　　ライン側ヨーク
　５　　　がいし連　　　　　　　　　　６　　　係止体
　６ａ　　板体　　　　　　　　　　　　６ｂ　　両端下部
　６ｃ　　透孔　　　　　　　　　　　　７　　　がいし
　８　　　把持片　　　　　　　　　　　９　　　伸縮ロッド
　９ａ　　ターンバックル　　　　　　　１０　　スペーサ
　１０ａ　透孔　　　　　　　　　　　　１１　　リンク片
　１１ａ　ボルト孔　　　　　　　　　　１２　　ボルト
　１３　　ナット　　　　　　　　　　　１４　　補強リブ
　１５　　固定用ボルト　　　　　　　　１６　　ボルト孔
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　１７　　ナット　　　　　　　　　　　１８　　ボルト
　１９　　ナット　　　　　　　　　　　２０　　クレビス
　２１　　ボルト　　　　　　　　　　　２２　　突出腕
　２３　　透孔　　　　　　　　　　　　２４　　ボルト　
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